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第 回

臨 会時

第 回

定 会例

報告

特別委員会中間報告
　議会改革・活性化特別委員会の立石委員長から
調査検討事項について中間報告が行われました。
　中間報告の内容は、４ページに掲載しています。

可決

協定の変更

●白糠町公共下水道白糠下水道管理センター設備
　更新工事委託業務
　下水道管理センターの設備更新工事に係る、日
本下水道事業団との委託協定に変更が生じたこと
から、協定を変更しました。

可決

可決

可決

一部改正
●白糠町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関す
　る条例
●町長等の給与に関する条例

（人事院勧告に伴い、手当 0.10 月分増）

●職員の給与に関する条例
（初任給・若年層の月例給の引き上げ）
（人事院勧告に伴い、手当 0.10 月分増）

●白糠町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
　関する条例

（会計年度任用職員に適用する給料表を国家公務
員の給与改定に準じて改定）

条　例　等

・専決処分の承認 ( 令和４年度補正予算 )
・令和４年度補正予算
・条例改正

３

11月
22日

・特別委員会中間報告
・令和４年度補正予算
・条例改正等
・工事委託業務に関する協定の一部変更
・監査委員の選任

4

11月
22日

可決

質疑・答弁
問新型コロナウイルスワクチン接種対策費の委託
　 料 で、 １ 人 あ た り 4,620 円 で 5,750 人 と あ
　 る が、 町 外 で の 接 種 者 は、1 回、2,277 円 の
　300 人となっている。白糠で打った場合との
　価格の差について伺う。
答委託料の 4,620 円は、集団での接種単価で休
　日加算が付き高く、町外で打った方は、個別接
　種になり、休日加算額 2,343 円分の金額の差
　が出ている。
問庶路学園グラウンド造成工事設計照査等業務の
　委託、委託期間、委託業者、随意契約なのか。
答委託期間は、令和４年 10 月 12 日から令和５
　年３月 30 日。委託業者は、ダイシン設計株式
　会社。契約は、随意契約となっている。
問電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金
　について、1,520 世帯に５万円ということだが、
　1,520 世帯の内訳は。
答対象世帯が２種に分かれており、住民税非課税
　世帯（生活保護世帯含む）で 1,510 世帯、家
　計急変世帯を 10 世帯、合計 1,520 世帯を見込
　んでいる。

4 年度補正予算
一般会計補正予算（専決含む）
補正合計２億 5873 万 3 千円
総    額 175 億 7492 万 1 千円

●増額
新型コロナウイルスワクチン接種対策費
　　　　　　　　　　     　　　   37,023,000 円

庶路学園グラウンド造成工事設計照査等業務
　　　　　　　　　　　　　　　  7,000,000 円

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金給付事業
78,344,000 円

新型コロナウイルス感染症対策　108,348,000 円
繰出金　　　　　　　　　　　　　   113,000 円
職員給料　　　　　　　　　 　　 27,905,000 円

　議会議員として 35 年以上在籍した者として、
総務大臣より石田議員に感謝状が授与されました。

石田正義議員石田正義議員

表　　　　彰

　前号の 17 ページの【採決の結果】の
議員報酬が「20 万 6,400 円」となって
おりましたが、正しくは「20 万 4,600 円」
でしたので、お詫び申しあげるとともに
訂正させていただきます。

お詫びと訂正

同意

委員の選任

　12 月 20 日に任期満了を迎える監査委員につ
いて、新たに選任の同意をしました。
・佐野　正二　氏（再任）

監査委員の選任

可決

質疑・答弁
問メイクセンターの入り口のドア 2 枚、あのよ
　うな使いづらいドアはない。
　　車椅子の人は特に大変だ。自動ドアにできな　
　いのか。
答自動ドアにできるかどうか、形状の問題も含め
　て検討させていただきたい。
問ふるさと納税の関係、今年度の実績は、昨年度
　と比してどういう見通しか。
答令和 4 年 11 月末の実績は申込ベースで 19 万
　8,701 件、寄付金の累計が 77 億 1,908 万 5,400
　円。前年対比で 115% の実績。
　　 今 年 度 の 総 額 は、 昨 年 度 の １ 年 間 125 億
　2,000 万円を上回ると見込んでいる。

4 年度補正予算
一般会計補正予算

補正合計 55 億 4304 万 5 千円
総    額 231 億 1796 万 6 千円

●増額
ふるさと納税関係　　　　　　 2,660,114,000 円
まちづくり基金等　　　　        2,843,613,000 円
道知事道議会議員選挙費　　  　　  6,524,000 円
光熱水費　　　　　　　  　　　　11,668,000 円
庶路支所改築工事　　　　　　     10,000,000 円
飼料価格高騰緊急対策事業　　　    3,500,000 円
メイクセンター維持管理運営業務    1,655,000 円
スポーツ推進助成条例助成金　　　1,200,000 円
繰出金　　　　　　　　　　　　  12,816,000 円
その他　　　　　　　　　　　　            2,000 円

●減額
公共下水道繰出金　　　　　　　　8,047,000 円



　今年も町民の皆さんと地域の課題について、今後の議会活動に役立てながら、
町民と協働のまちづくりを進めるため懇談会を開催いたします。
　町民と議員が自由に意見交換する場として実施します。
　どなたでも参加できますので、皆さんのご来場をお待ちしています。

と　き／２月１２日 日 午後１時３０分

ところ／社会福祉センター　大会議室

定　員／５０名

対象者／白糠町民

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、密集を避けるため人数

　制限をし、座席の間隔を十分に確保するよう努めます。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため会場に入場の際には、検温、

　手指消毒、マスク等の着用にご協力ください。

町民と議会の懇談会

当日のスケジュール

１：００
　　受付開始
１：３０
　　懇談会開会
　　・主催者挨拶
　　・進捗状況報告
１：５０　
　　意見交換
３：００　閉会

参加申込み・お問合せ
電　話：２－２１７１（内線３０３）　白糠町議会事務局
ＦＡＸ：２－４６５９
メール：giji@town.shiranuka.lg.jp
２月９日（木）までに、電話・ＦＡＸまたはメールにて議会事務局まで
お申込みください。
お申込み時にお名前、ご住所、電話番号をお伝え願います。
　※当日は、事前申込みのない方の参加も承りますが、会場の収容人数
　　には限りがあることなどから、できるだけ事前の申込みについてご
　　協力をお願いいたします。
　※新型コロナウイルスの感染症の拡大防止等のため、やむを得ず開催
　　が中止となる場合は、申込みをいただいた際の連絡先へお知らせし
　　ます。
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４
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３
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抜
粋
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可決

制　　定
●白糠町多目的宿泊施設の設置及び管理に関する
　条例の制定
　白糠高等学校が令和５年度から道外生徒募集を
開始するにあたり、生徒の受入れに必要となる宿
泊施設を整備し、その運営を行うため、条例を制定。
問白糠高校に行く予定があり、中学校から白糠に
　移りたいという子のために寮を使うことはでき
　ないということか。
答利用者の範囲だが、白糠高等学校の道外募集応
　募者が第一義となる。その上で空室がある場合　
　は、短期の研修、バドミントンや陸上の合宿系
　も白糠高校生の入寮に影響が出ない範囲であれ　
　ば、状況に応じて有効に活用していきたい。

可決

可決

一部改正

条　　例　　等

問短期研修等の利用は、寝具等は備え付けという
　ことか。
答若干の備え付けはする予定ではあるが、基本的
には自身で用意してもらう。

●白糠町の議会の議員及び長の選挙における選挙
　運動の公費負担に関する条例
　公職選挙法施行令の一部改正により、公費負担
額が改正となったことに伴う改正。

●白糠町営バス運行に関する条例
　町営バスの運休日を利用実態に則した見直しを
するための改正。



一般質問

８

　中河 敏史 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ページ

　１ コロナウイルスの影響について

　２ 酪農・畜産の危機について

　坂本 勝雄 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ページ

　１ 白糠学園通学路の安全対策について

　２ 白糠町のスクールバスについて

　鎌田 民子 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ページ

　１ 高齢者への補聴器購入の支援について

　２ 帯状疱疹ワクチン接種の補助について

　３ 全国瞬時警報システム（J アラート）発信時の対応について

　石田 正義 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ページ

　１ 農業の振興について

　２ 町道の整備について

　３ 旧白糠小学校について

　澤原 孝行 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ページ

　１ 馬主来自然公園の新たな活用方法について

　２ 高齢者でコロナの陽性で、軽症者の対応について

　福地 裕行 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ページ

　１ 町民農園について

　２ 職員教育について

　３ 庶路学園の法面崩落について

　４ ワクチン・マスクについて

　折出 征清 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ページ

　１ 「アシル - トイタ」プロジェクトにつて

　※掲載している内容は、質問者自身が要約し広報広聴調査特別委員会

　　が校正したものです。

中 河 敏 史 議 員

一

般

質

問

問いかけ
提案する

議
員
７
名
が
17
件
25
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

※
一
般
質
問
～
1
人
90
分
以
内
で
、
町
長
・
教
育
長
に
対
し
て
広
く
町
政
に
関
す
る
説
明
を
求
め
ま
す
。
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す
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わ
れ
て
い
る
。
こ
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。
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々
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す
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。
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。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
全
て

の
方
に
対
し
て
保
健
所
が
体
調
確

認
や
療
養
の
指
導
な
ど
を
し
て
き

た
が
、
国
の
全
数
届
出
の
見
直
し

に
よ
り
、
９
月
27
日
公
表
分
か
ら

65
歳
未
満
で
軽
症
者
は
自
身
に
よ

る
健
康
管
理
（
自
宅
療
養
）
が
基

本
と
な
り
、
自
身
で
検
査
、
受
診

し
陽
性
の
場
合
は
自
身
で
陽
性
者

登
録
セ
ン
タ
ー
に
陽
性
判
定
の
た

め
申
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
65

歳
以
上
の
方
・
入
院
を
要
す
る

方
・
重
症
化
リ
ス
ク
が
あ
り
、
か

つ
治
療
を
要
す
る
方
・
妊
娠
し
て

い
る
方
に
つ
い
て
は
今
ま
で
ど
お

り
保
健
所
の
指
示
が
あ
る
。
従
っ

て
、
町
で
は
罹
患
者
の
情
報
を
把

握
し
て
い
な
い
た
め
、
原
則
「
罹

患
者
に
対
す
る
対
応
」
は
し
て
い

な
い
。
町
民
か
ら
問
合
せ
が
あ
っ

た
時
に
は
、
相
談
内
容
に
合
わ
せ

国
や
道
が
示
し
て
い
る
対
応
に
つ

い
て
知
ら
せ
て
い
る
。

問
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
義
務
教
育
の
影
響
と
対
策
は

答
令
和
２
年
２
月
か
ら
５
月
に

か
け
全
国
、
全
道
一
斉
の
臨
時
休

業
を
経
て
、
各
学
校
は
、
三
密
の

回
避
や
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
の

奨
励
、
換
気
や
消
毒
等
の
対
策
を

行
っ
て
き
た
。
今
年
度
は
学
年
閉

鎖
が
９
月
に
１
校
、
10
月
に
１
校

２
学
年
の
状
況
で
あ
る
。
学
校
で

は
体
調
不
良
者
が
い
る
場
合
、
登

校
を
控
え
、
自
宅
療
養
を
お
願
い

し
て
き
た
。
影
響
と
し
て
、
学
習

面
に
つ
い
て
は
各
校
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
用
い
て
課
題
を
提
示
す
る
な

ど
、
登
校
せ
ず
に
学
び
を
保
障
す

る
取
り
組
み
を
し
て
き
た
。

　

生
活
面
に
つ
い
て
は
、
生
活
リ

ズ
ム
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
用
い
、

子
ど
も
の
生
活
を
可
視
化
す
る
こ

と
で
、
自
分
自
身
で
改
善
点
に
気

付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動

や
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
等
の
使
い
方

を
親
子
で
検
討
し
、
基
本
的
生
活

習
慣
を
崩
さ
な
い
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
。

　

精
神
面
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
と
は
一
概
に
は
言
え
な
い

が
保
健
室
の
相
談
者
数
が
増
加
し

て
い
る
。
学
校
生
活
の
満
足
度
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
不

安
を
感
じ
て
い
る
子
ど
も
に
は
個

人
面
談
を
実
施
す
る
な
ど
の
対
策

を
講
じ
、
安
心
し
て
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮

し
て
い
る
。

問
酪
農
・
畜
産
業
が
消
費
の
低

迷
、
生
産
資
材
の
高
騰
等
に
よ
り

経
営
の
危
機
と
な
っ
て
い
る
。
１

次
産
業
の
再
興
と
振
興
を
掲
げ
て

い
る
町
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
対

応
し
て
い
く
の
か
。

答
世
界
情
勢
を
見
る
と
輸
入
品

の
高
騰
、
過
度
な
円
安
が
続
き
、

農
業
に
と
っ
て
飼
料
・
肥
料
の
高

騰
の
波
を
受
け
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
町
と

し
て
現
状
、
農
業
経
営
に
と
っ
て

深
刻
な
状
況
と
大
変
重
く
受
け
止

め
て
お
り
、
町
村
会
や
農
業
団
体

あ
げ
て
国
、
道
に
支
援
策
の
要
請

を
行
っ
て
い
る
。
国
か
ら
支
援
策

（
牛
１
頭
７
，
２
０
０
円
ほ
か
）

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
釧
根
地
域

の
農
業
団
体
で
は
地
域
農
業
の
厳

し
い
現
状
を
更
に
訴
え
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
11
月
24
日
釧
路
丹
頂

農
業
協
同
組
合
か
ら
実
情
の
詳
細

な
説
明
を
う
け
、
持
続
可
能
な
酪

農
経
営
を
維
持
す
べ
く
、
対
策
を

講
じ
る
よ
う
要
請
が
あ
り
、
町
と

し
て
今
般
飼
料
高
騰
対
策
の
支
援

を
講
じ
る
こ
と
と
し
た
。
今
後
も

農
業
経
営
環
境
や
国
・
道
の
動
向

の
把
握
に
努
め
、
釧
路
丹
頂
農
業

協
同
組
合
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。

問
補
正
予
算
３
５
０
万
円
の
内

容
は
。

答
国
の
飼
料
価
格
の
高
騰
緊
急

対
策
事
業
で
経
産
牛
１
頭
に
対
し
、

都
府
県
で
は
１
万
円
、
北
海
道
で

は
７
，
２
０
０
円
の
対
策
を
打
ち

出
し
、
そ
の
差
額
２
，
８
０
０
円

を
町
と
農
協
が
支
援
す
る
こ
と
に

な
り
、
町
の
支
援
分
が
３
５
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

問
今
後
釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組

合
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
内
容
は
。

答
町
単
独
で
支
援
を
し
て
い
く

と
い
う
状
況
に
は
な
い
。
ま
ず
農

業
団
体
が
国
に
働
き
か
け
て
頂
き
、

国
の
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
、
釧

路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
と
相
談
し

進
め
て
い
く
。

問答
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
罹り

患
者
に
対
す

る
対
応
は

罹
患
者
に
対
す
る
対

応
は
し
て
い
な
い

問答
酪
農
・
畜
産
の
危
機

の
対
応
は

生
産
者
や
生
産
団
体

自
ら
が
行
動
を
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問
白
糠
学
園
西
５
条
北
２
丁
目

１
の
交
差
点
に
信
号
機
の
設
置
と

横
断
歩
道
の
設
置
が
必
要
と
思
う

が
伺
う
。

答
質
問
の
交
差
点
に
お
い
て
、

信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
は
釧
路

警
察
署
よ
り
難
し
い
と
い
う
判
断

が
な
さ
れ
、
同
時
に
横
断
歩
道
の

設
置
に
つ
い
て
は
必
要
と
認
識
さ

れ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
設
置
に

つ
い
て
は
先
行
し
て
歩
道
を
整
備

す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
、
今
般
、

通
学
路
と
な
っ
て
い
る
町
道
学
園

通
り
の
一
部
区
間
で
新
た
に
歩
道

を
整
備
す
る
こ
と
に
伴
い
、
横
断

歩
道
が
設
置
さ
れ
、
安
全
対
策
の

向
上
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
、
当
該
交
差
点
に

お
け
る
通
学
路
の
更
な
る
安
全
対

策
と
し
て
、
交
通
安
全
指
導
員
を

増
員
配
置
す
る
こ
と
と
し
、
教
育

委
員
会
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

安
全
対
策
に
万
全
を
期
し
て
い
く
。

問
手
押
し
信
号
機
の
設
置
は
で

き
な
い
か
伺
う
。

答
信
号
機
の
設
置
が
難
し
い
こ

と
が
警
察
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
の

で
、
当
該
交
差
点
に
交
通
安
全
指

導
員
を
登
校
時
は
２
人
、
下
校
時

に
関
し
て
は
１
人
配
置
を
す
る
こ

と
で
、
安
全
対
策
に
努
め
る
。

問
白
糠
学
園
、
白
糠
高
校
の
通

学
路
で
あ
る
栄
橋
の
歩
道
と
車
道

の
間
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
が

必
要
と
思
う
が
伺
う
。

答
栄
橋
は
昭
和
63
年
に
完
成
し
、

中
学
校
、
高
校
の
通
学
路
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
歩
道
の
幅
を
広
く
計

画
し
、
当
時
の
基
準
で
安
全
性
も

確
保
さ
れ
て
お
り
、
現
在
に
お
い

て
も
児
童
・
生
徒
数
か
ら
十
分
な

歩
道
幅
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
歩
道
に
防
護
柵
を
設
置

す
る
と
、
歩
道
の
幅
が
狭
く
な
り
、

冬
期
間
の
除
雪
作
業
の
効
率
が
落

ち
る
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
考
え

ら
れ
、
速
や
か
な
除
雪
が
安
全
確

保
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
現
時

点
で
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
の

必
要
性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
防
護
柵
の

設
置
基
準
と
し
て
、
通
学
路
に
お

い
て
は
、
学
校
や
教
育
委
員
会
、

道
路
管
理
者
、
警
察
な
ど
の
関
係

機
関
か
ら
な
る
合
同
点
検
が
あ
り
、

こ
の
中
で
危
険
性
が
高
い
と
判
断

さ
れ
た
箇
所
に
設
置
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
度
、
各
学
校
に
お
い
て
通

学
路
の
合
同
点
検
を
実
施
し
た
が
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
が
必
要
と

判
断
さ
れ
る
箇
所
は
無
か
っ
た
。

　

今
後
と
も
教
育
員
会
や
関
係
機

関
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
各
学
校

に
お
け
る
交
通
安
全
教
育
を
進
め
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
意
識
の
高
揚

を
図
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
指

導
員
な
ど
に
よ
る
見
守
り
に
よ
り
、

安
全
を
確
保
し
て
い
く
。

問
令
和
３
年
６
月
定
例
会
で
一

般
質
問
し
た
、「
栄
橋
か
ら
高
校

方
面
の
牧
草
地
に
防
雪
柵
の
設
置

を
」
に
つ
い
て
、
状
況
を
十
分
に

把
握
し
、
対
策
を
検
討
す
る
と
の

答
弁
だ
っ
た
が
経
過
を
伺
う
。

答
令
和
３
年
度
に
お
け
る
冬
期

間
の
現
地
の
状
況
や
過
去
５
年
間

の
気
象
状
況
を
整
理
し
、「
吹
雪

危
険
度
評
価
」
を
実
施
し
た
結
果
、

栄
橋
通
り
に
お
け
る
吹
雪
の
危
険

度
は
Ｃ
ラ
ン
ク
で
、
そ
の
場
合
は
、

ハ
ー
ド
整
備
は
行
わ
ず
除
雪
や
排

雪
な
ど
で
対
応
す
る
の
が
一
般
的

で
あ
る
。

　

栄
橋
通
り
は
白
糠
学
園
の
通
学

路
で
も
あ
り
、
栄
橋
か
ら
橋
北
方

面
の
背
後
地
は
農
地
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
吹
き
だ
ま
り
の
発
生
状
況

に
応
じ
て
、
徐
排
雪
の
対
応
を
実

施
し
、
維
持
管
理
し
て
い
く
。

問
白
糠
町
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
町
内
で
運
行
し
て
い
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
は
現
在
３
台
で
、
安

全
対
策
に
つ
い
て
は
、
運
転
手
に

対
す
る
法
定
速
度
の
順
守
や
安
全

運
転
の
指
導
を
日
常
的
に
行
い
、

運
転
前
の
車
両
点
検
と
ア
ル
コ
ー

ル
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
児
童
生
徒
に
は
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
を
義
務
付
け
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
置
き
去
り
対
策
に
つ

い
て
は
、
降
車
時
の
目
視
確
認
、

日
誌
へ
の
記
録
と
と
も
に
、
業
務

終
了
後
の
車
内
清
掃
や
消
毒
時
に

再
度
確
認
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
家
庭
か
ら
連
絡
の
な
い

児
童
生
徒
の
欠
席
者
は
、
必
ず
保

護
者
に
連
絡
を
と
り
、
安
否
確
認

を
徹
底
し
て
い
る
。

問
運
転
手
の
運
転
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
特
に
な
く
、

日
常
的
に
指
導
を
し
て
い
る
。
ア

ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
は
、
和
天
別

地
区
は
事
業
委
託
な
の
で
事
業
所

内
で
、
茶
路
地
区
は
個
人
雇
用
な

の
で
運
転
者
の
家
族
に
チ
ェ
ッ
ク

を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
安
全
運
行
の
指
導
徹
底
と

事
故
な
ど
の
未
然
防
止
対
策
を
継

続
し
て
い
く
。

問答
白
糠
学
園
通
学
路
の

安
全
対
策
は

交
通
安
全
指
導
員
を

増
員
し
安
全
対
策
に

万
全
を
期
し
て
い
く

問答
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
安

全
対
策
は

指
導
を
徹
底
し
、
事

故
等
の
未
然
防
止
対

策
を
継
続
す
る

問
加
齢
性
難
聴
者
も
年
々
増
加

し
て
い
る
。
聴
力
が
落
ち
た
こ
と

を
放
置
し
て
い
る
と
自
立
し
た
生

活
力
が
著
し
く
低
下
し
て
い
く
こ

と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
高
額
な
補

聴
器
購
入
に
一
部
支
援
で
き
な
い

か
伺
う
。

答
現
状
の
支
援
と
し
て
は
、
補

聴
器
の
購
入
は
、
聴
覚
の
レ
ベ
ル

が
70
デ
シ
ベ
ル
以
上
に
よ
り
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、

自
律
支
援
法
に
基
づ
き
補
聴
器
の

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
公
的
支
援

は
な
い
。
町
独
自
の
支
援
は
考
え

て
い
な
い
が
、 

国
や
道
が
対
象
者

等
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
動
向
に
合
わ
せ
支
援
を
検
討

す
る
。

問
帯
状
疱
疹
は
体
の
片
側
の
一

部
に
ピ
リ
ピ
リ
と
し
た
強
い
痛
み

が
現
れ
、
赤
い
発
疹
が
出
る
病
気

で
あ
る
。
睡
眠
不
足
や
過
労
な
ど
、

免
疫
力
の
低
下
な
ど
が
引
き
金
に

な
り
、
特
に
50
歳
代
か
ら
発
症
し

や
す
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

何
度
も
か
か
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
予
防
を
す
る
た
め
に
も
、
高
額

な
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
補
助
を
し
て

は
ど
う
か
伺
う
。

答
50
歳
代
か
ら
発
症
率
が
高
く

な
り
、
80
歳
ま
で
に
約
３
人
に
１

人
が
発
症
す
る
と
言
わ
れ
、
何
度

も
繰
り
返
す
方
や
入
院
さ
れ
る
方
、

重
い
後
遺
症
に
な
る
方
、
合
併
症

を
引
き
起
こ
し
た
場
合
は
死
に
至

る
こ
と
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
基
本
的
に
は

２
回
接
種
が
必
要
で
、
費
用
は
１

回
２
万
１
，
０
０
０
円
が
全
額
自

己
負
担
と
な
り
、
大
き
な
費
用
負

担
に
な
る
と
思
う
。
現
状
を
把
握

し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
で
き

る
よ
う
努
力
し
た
い
。

問
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
に
関
し
、
様
々
な
情
報
ト

ラ
ブ
ル
が
相
次
ぎ
、
混
乱
し
た
。

町
内
に
混
乱
は
な
か
っ
た
か
。
そ

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
10
月
４
日
午
前
７
時
27
分
、

北
海
道
方
向
へ
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル

発
射
情
報
、 

午
前
７
時
42
分
に
北

海
道
方
面
上
空
の
ミ
サ
イ
ル
通
過

情
報
等
に
つ
い
て
、
町
内
41
カ
所

の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
、
全
戸
、
全

事
業
所
の
戸
別
受
信
機
を
介
し
て

伝
達
し
た
。
担
当
職
員
は
、
速
や

か
に
登
庁
し
、
各
関
係
機
関
と
情

報
共
有
を
行
い
、
体
制
を
整
え
て

い
た
が
、
特
に
大
き
な
混
乱
は
な

か
っ
た
。
ミ
サ
イ
ル
発
射
頻
度
が

上
が
っ
て
い
る
現
下
の
情
勢
に
大

変
危
惧
し
て
い
る
。
危
機
管
理
に

万
全
を
期
し
て
い
く
。

問
児
童
生
徒
は
登
校
時
で
あ
り
、

防
災
無
線
を
聞
き
な
が
ら
登
校
し

て
い
た
と
思
う
が
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
十
分
に
生
か
さ

れ
た
の
か
伺
う
。

答
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
登
校
前

の
子
ど
も
は
自
宅
待
機
、
登
校
中

の
子
ど
も
は
近
く
に
頑
丈
な
建
物

が
あ
れ
ば
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
白
糠
学
園
と
庶
路
学
園

は
こ
の
よ
う
な
対
応
を
し
、
保
護

者
に
メ
ー
ル
を
送
信
、
児
童
生

徒
の
行
動
に
つ
い
て
周
知
し
た
。 

　

茶
路
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
は

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
発
信
時
に
ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
乗
車
中
で
、
そ
の
ま
ま
学

校
に
移
動
し
、
避
難
し
た
。
安
全

が
確
保
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
後
、

通
常
の
教
育
活
動
に
移
行
し
た
。 

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
対
応

を
行
う
こ
と
で
、
当
日
は
大
き
な

混
乱
は
な
く
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
十

分
に
生
か
さ
れ
た
と
思
う
。

問答
高
齢
者
へ
の
補
聴
器

購
入
支
援
に
つ
い
て

町
独
自
の
支
援
は
考

え
て
い
な
い
が
国
、

道
の
動
向
に
合
わ
せ

支
援
を
検
討
す
る

問答
帯
状
疱ほ
う

疹し
ん

ワ
ク
チ
ン
接

種
の
補
助
に
つ
い
て

現
状
を
把
握
し
ワ
ク

チ
ン
接
種
体
制
を
検

討
す
る

問答
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム(

Ｊ
ア
ラ
ー
ト)

発

信
時
の
対
応
に
つ
い
て

危
機
管
理
に
万
全
を

期
し
て
い
く
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一般質問 一般質問

８８

澤 原 孝 行 議 員 石 田 正 義 議 員

問
昨
年
は
赤
潮
に
よ
る
漁
業
の

甚
大
な
被
害
状
況
で
あ
っ
た
が
、

本
年
は
、
円
安
に
よ
り
輸
入
穀
物

の
値
上
が
り
で
酪
農
・
畜
産
業
家

は
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。
支
援
が

必
要
。　

答
農
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る

外
的
要
因
は
全
国
的
な
も
の
で
あ

り
、
町
だ
け
で
解
決
で
き
る
問
題

で
は
な
い
。
国
や
道
に
地
域
農
業

の
厳
し
い
状
況
を
訴
え
て
支
援
策

の
要
請
を
行
っ
て
い
る
。
釧
路
丹

頂
農
業
協
同
組
合
か
ら
実
情
の
詳

細
な
説
明
を
受
け
、
持
続
可
能
な

酪
農
経
営
を
す
べ
く
要
請
が
あ
り
、

要
請
内
容
に
沿
っ
て
支
援
を
講
じ

る
事
と
し
、
補
正
予
算
案
を
上
程

し
た
。

問
一
次
産
業
は
地
域
で
支
え
て

い
か
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
。

答
今
、
時
代
が
変
化
し
て
い
る

根
本
的
な
こ
と
を
考
え
、
将
来
に

向
け
て
知
恵
を
出
し
て
変
わ
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。

問
新
縫
別
の
町
道
の
整
備
を
1

日
も
早
く
、
子
ど
も
達
が
降
雨
で

も
安
心
し
て
通
学
で
き
る
よ
う
に

整
備
で
き
な
い
か
。

答
本
路
線
は
総
延
長
が
６
・
７
km

あ
り
、
財
源
に
つ
い
て
は
国
の
補

助
制
度
を
活
用
す
る
計
画
と
し
て

い
た
が
、
総
事
業
費
が
多
額
に
な

る
こ
と
や
国
有
林
の
併
用
林
道
で

あ
り
、
補
助
事
業
で
の
実
施
が
難

し
い
。

　

抜
本
的
な
改
良
舗
装
整
備
に
つ

い
て
、
人
家
が
あ
り
、
軟
弱
な

箇
所
を
含
め
た
起
点
か
ら
約
３
・

６
km
の
区
間
を
優
先
し
て
町
単
独

事
業
で
整
備
を
実
施
す
る
考
え
で
、

令
和
５
年
に
は
道
路
概
略
設
計
を

実
施
す
る
。

問
日
の
出
公
住
北
側
の
通
路
の

整
備
の
考
え
方
を
伺
う
。

答
町
道
北
７
丁
目
公
住
２
号
通

り
と
東
１
条
公
住
３
号
通
り
の
整

備
は
、
令
和
２
年
度
に
改
良
工
事

を
実
施
し
、
維
持
管
理
し
て
い
る
。

改
良
工
事
完
成
後
舗
装
を
実
施
す

る
計
画
で
進
め
て
き
た
が
、
予
算

配
分
や
事
業
量
、
優
先
順
位
等
の

関
係
で
本
路
線
の
舗
装
整
備
に
時

間
を
要
し
た
が
、
令
和
５
年
舗
装

工
事
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

問
旧
白
糠
小
学
校
、
校
舎
、
体

育
館
施
設
の
利
活
用
の
考
え
方
を

伺
う
。

　

庶
路
小
中
学
校
は
す
ぐ
に
解
体

さ
れ
た
が
活
用
方
法
は
な
か
っ
た

か
。

答
公
共
施
設
と
し
て
の
利
活
用
、

津
波
避
難
場
所
な
ど
検
討
を
進
め

て
い
る
。

　

庶
路
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

耐
震
施
設
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

耐
震
工
事
に
は
費
用
が
か
か
る
と

の
考
え
方
で
解
体
さ
れ
た
。

問
パ
シ
ク
ル
沼
は
白
糠
・
音
別

で
観
光
と
し
て
大
勢
の
方
が
利
用

し
て
い
る
が
、
今
後
自
然
公
園
と

し
て
特
別
の
施
策
が
無
い
か
伺
う
。

　
答
昨
年
ま
で
に
整
備
を
し
た
施

設
を
し
っ
か
り
と
維
持
管
理
し
、

豊
か
な
自
然
や
白
糠
町
の
ア
イ
ヌ

文
化
の
保
存
・
伝
承
の
地
と
し
て
、

こ
の
自
然
環
境
を
維
持
し
、
保
全

し
て
い
く
。

問
パ
シ
ク
ル
自
然
公
園
は
、
古

く
か
ら
活
用
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

町
民
か
ら
レ
ジ
ャ
ー
の
場
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、
安
全
対

策
と
し
て
看
板
の
設
置
が
必
要
で

は
な
い
か
伺
う
。

答
安
全
対
策
の
看
板
、
沼
に
入

る
際
の
注
意
等
、
設
置
を
検
討
し

た
い
。

　

ま
た
、
沼
に
氷
が
張
る
冬
期
間

に
つ
い
て
は
、
車
両
の
乗
り
入
れ

は
危
険
な
の
で
、
過
去
か
ら
バ
リ

ケ
ー
ド
閉
鎖
を
し
て
い
る
。

問
自
然
公
園
の
入
り
口
に
、
登

別
に
あ
る
ク
マ
の
は
く
製
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
と
公
園
の
PR
に
も

つ
な
が
っ
て
良
い
と
思
う
が
、
設

置
で
き
な
い
か
。

答
自
然
公
園
の
入
り
口
に
は
現
在

案
内
看
板
を
設
置
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
以
外
の
も
の
を
設
置
す
る
考

え
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

問
２
人
暮
ら
し
の
、
公
営
住
宅

や
マ
ン
シ
ョ
ン
暮
ら
し
の
方
が
、

コ
ロ
ナ
陽
性
（
軽
症
）
で
自
宅
療

養
と
な
っ
た
時
、
自
宅
が
狭
く
生

活
空
間
を
分
離
で
き
な
い
方
の
支

援
が
で
き
な
い
か
。

答
軽
症
の
方
に
つ
い
て
は
、
自

宅
で
実
施
可
能
な
感
染
対
策
を
取

り
、
決
め
ら
れ
た
期
間
、
療
養
に

努
め
て
頂
き
た
い
。

問
政
府
が
言
う
と
こ
ろ
の
自
宅

療
養
セ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
町
民
の

安
心
安
全
か
ら
、
特
に
高
齢
者
は

ト
イ
レ
を
は
じ
め
大
変
で
あ
る
か

ら
、
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、
町

の
独
自
の
生
活
支
援
が
あ
っ
て
も

良
い
の
で
は
。

答
生
活
支
援
は
道
の
事
業
等
が

あ
り
、
必
要
な
買
い
物
も
症
状
が

落
ち
着
け
ば
可
能
で
あ
る
の
で
、

町
と
し
て
独
自
の
支
援
を
す
る
と

い
う
考
え
は
な
い
。

問
コ
ロ
ナ
に
か
か
っ
て
２
人
で

暮
ら
し
て
い
る
場
合
、
１
番
大
事

な
も
の
が
ト
イ
レ
だ
と
思
う
が
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
は
自
宅
療
養

セ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
る
か
。

答
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
は
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
。

問
２
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が

困
っ
て
い
て
も
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
は

用
意
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

答
コ
ロ
ナ
感
染
で
自
宅
療
養
の

場
合
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
が
無

く
て
も
、
自
宅
の
ト
イ
レ
を
消
毒

す
れ
ば
同
居
者
と
共
同
で
使
用
し

て
構
わ
な
い
。
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ
を
用
意
し
て
、
何
が
何
で
も
生

活
を
完
全
に
切
り
分
け
な
さ
い
、

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

問
高
齢
者
の
中
に
は
、
ト
イ
レ

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
る
と

思
う
が
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
の
支

援
が
出
来
な
い
か
。

答
町
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
を
理
由

に
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を
独
自
で

助
成
す
る
と
い
う
考
え
は
な
い
。

　

な
お
、
介
護
認
定
を
さ
れ
て
い

る
方
で
、
ト
イ
レ
の
困
り
事
が
あ

れ
ば
、
認
定
の
中
で
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る
の
で
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
相
談
を
し
て
頂
き
た
い
。

問答
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

農
業
経
営
や
国
、
道

の
動
向
の
把
握
に
努

め
対
応
し
て
い
く

問答
旧
白
糠
小
学
校
施
設

の
今
後
の
考
え
方
は

教
育
委
員
会
と
も
協

議
の
上
、
利
活
用
の

方
策
を
考
え
て
い
く

問答
パ
シ
ク
ル
自
然
公
園

の
新
た
な
活
用
方
法

に
つ
い
て

ア
イ
ヌ
文
化
の
保

存
・
伝
承
の
地
と
し

て
保
全
し
て
い
く

問答
高
齢
者
が
コ
ロ
ナ
の

陽
性
で
軽
症
の
場
合

の
町
の
対
応
は

町
が
独
自
に
支
援
を

す
る
予
定
は
な
い

問答
町
道
の
整
備
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
に
は
町

単
独
事
業
で
整
備
を

実
施
す
る

旧白糠小学校旧白糠小学校
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一般質問 一般質問

８８

折 出 征 清 議 員 福 地 裕 行 議 員

問
食
料
危
機
の
た
だ
中
だ
が
、 

政

府
も
メ
デ
ィ
ア
も
真
正
面
か
ら
捉

え
て
い
な
い
。

　

町
民
の
健
康
づ
く
り
・
生
き
が

い
の
醸
成
・
に
ぎ
わ
い
の
創
出
・ 

自
給
率
の
向
上
・
経
済
的
負
担
の

軽
減
等
の
観
点
か
ら
町
民
農
園
を

造
成
し
て
は
ど
う
か
。　

答
有
用
な
取
り
組
み
と
考
え
る

が
、
維
持
管
理
上
の
課
題
や
需
要

な
ど
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
、

関
係
者
の
意
見
も
伺
っ
た
う
え
で

実
施
を
検
討
す
る
。

問
７
年
ほ
ど
前
に
た
だ
し
た
時

も
検
討
す
る
と
言
わ
れ
た
が
、
検

討
＝
や
ら
な
い
か
。

　

孫
の
小
遣
い
に
で
も
な
れ
ば
張

り
合
い
も
で
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の

時
世
、
町
民
へ
の
提
案
・
喚
起
も

大
事
で
あ
る
。

答
永
続
性
も
大
事
で
あ
る
。

問
ま
ち
づ
く
り
の
一
角
と
し
て

教
育
を
標
望
し
て
い
る
が
、
到
底

容
認
・
看
過
で
き
な
い
文
章
を
配

布
す
る
な
ど
役
場
の
幹
部
級
も
教

育
が
不
十
分
で
あ
る
。

答
人
材
の
育
成
と
教
育
に
意
を

用
い
て
い
る
が
、
今
後
も
公
正
か

つ
公
平
な
行
政
運
営
に
努
め
る
。

問
町
長
は
そ
の
文
章
を
読
ん
だ
か
。

答
町
長
部
局
が
発
出
し
た
も
の

で
は
な
い
か
ら
見
て
い
な
い
。

問
勝
手
に
発
出
し
た
誠
に
失
礼

な
も
の
だ
。

答
不
適
切
で
あ
り
、
議
長
に
も

伝
え
た
。

問
日
本
だ
け
は
未
だ
官
尊
民

卑
・
公
務
員
天
国
、
併
せ
て
政

治
屋
の
体
た
ら
く
。
こ
れ
が

日
本
没
落
の
一
大
要
因
で
あ
る
。 

　

18
、
19
で
就
き
、
前
例
踏
襲
を

金
科
玉
条
と
し
て
範
を
垂
れ
る
こ

と
さ
え
で
き
な
け
れ
ば
ま
ち
の
衰

退
に
一
層
拍
車
が
か
か
る
。

答
信
頼
さ
れ
る
公
務
員
に
な
れ

る
よ
う
に
指
導
を
続
け
る
。

問
議
員
も
体
た
ら
く
を
見
下
さ

れ
て
い
る
。
共
に
税
金
で
飯
を
食

わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
を
、

片
時
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

答
意
を
体
し
て
い
く
。

問
庶
路
学
園
を
あ
の
場
所
に
建

て
る
こ
と
を
た
だ
一
人
反
対
し
た
。 

　

地
下
水
脈
が
あ
る
所
に
大
規
模

な
切
土
・
盛
土
す
る
弊
害
・
危
険

性
を
予
見
し
た
か
ら
で
も
あ
る
。 

　

完
工
後
、
大
小
の
崩
落
が
あ
り
、

都
度
注
意
喚
起
も
し
た
が
、
ま
た

ぞ
ろ
危
惧
し
た
通
り
の
事
態
が
惹じ
ゃ

起っ
き

し
た
。

答
前
回
と
同
じ
箇
所
。
75
ｍ
×

50
ｍ
の
範
囲
で
崩
落
し
た
が
、
設

計
会
社
は
、
想
定
外
の
降
雨
と
山

全
体
の
地
勢
が
原
因
だ
と
し
て
瑕か

疵し

は
認
め
な
い
。
弁
護
士
の
提
案

に
よ
り
第
三
者
に
検
証
し
て
も
ら

う
。

問
あ
の
程
度
の
雨
量
で
崩
れ
る

な
ど
と
ん
で
も
な
い
。
一
回
目
の

崩
落
後
、
第
三
者
に
調
査
さ
せ
る

べ
き
と
申
し
た
が
後
手
に
廻ま

わ

っ
た
。 

　

設
計
以
前
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

に
も
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
。

答
一
回
目
は
瑕
疵
を
認
め
、
会

社
の
責
任
で
施
工
し
た
の
で
、
第

三
者
に
は
委
託
し
な
か
っ
た
し
、

設
計
以
前
の
問
題
で
は
な
い
。

問
瑕
疵
を
認
め
た
最
初
と
同
じ

状
態
な
の
に
全
く
お
か
し
い
。

答
だ
か
ら
調
査
し
て
い
る
。

問
訴
訟
提
起
の
経
過
は
。

答
第
三
者
の
検
証
結
果
報
告
に

基
づ
き
対
応
を
判
断
す
る
。

問
遺
伝
子
ワ
ク
チ
ン
は
、
免
疫

系
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
自
然
免
疫
力

を
抑
制
す
る
作
用
が
あ
り
、
ブ
レ

イ
ク
ス
ル
ー
感
染
や
ブ
ー
ス
タ
ー

摂
取
後
の
感
染
爆
発
が
起
き
て
い

る
。
打
て
ば
打
つ
ほ
ど
、
マ
ス
ク

を
着
用
す
る
ほ
ど
感
染
し
て
い
る

が
、
深
刻
な
ワ
ク
チ
ン
後
遺
症
へ

の
対
策
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

答
国
は
救
済
制
度
を
設
け
て
い

る
の
で
必
要
に
応
じ
て
対
処
す
る
。

問
今
後
何
が
起
き
る
か
誰
に
も

判わ
か

ら
な
い
。
接
種
率
は
、
厚
労
省

職
員
10
％
、
国
会
議
員
15
％
、
医

師
20
％
だ
。
危
険
性
を
判
っ
て

い
る
人
は
打
た
な
い
の
で
あ
る
。 

　

人
口
動
態
統
計
を
診
て
も
死
亡

者
が
異
常
に
増
え
て
い
る
が
、
要

因
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
だ
。
国
家
犯

罪
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

答
国
の
責
任
で
行
う
事
業
だ
。

問
咳せ
き

込
む
場
合
以
外
の
マ
ス
ク

着
用
は
感
染
症
対
策
に
な
ら
な
い

ば
か
り
か
、
健
常
者
、
特
に
子
ど

も
に
は
甚
大
な
影
響
が
あ
り
、
ま

さ
に
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
で
あ

る
。

答
国
か
ら
通
達
あ
る
毎
に
周
知

を
図
っ
た
。
今
後
も
国
や
道
の

方
針
に
基
づ
き
啓
蒙
に
努
め
る
。 

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
通
知

に
基
づ
き
各
学
校
を
指
導
し
て
い

る
。

問
11
月
７
日
に
ア
シ
ル
‐
ト
イ

タ
に
よ
る
心
と
体
に
響
く
新
し
い

食
の
価
値
共
創
拠
点
の
キ
ッ
ク
オ

フ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
が
、
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
と
将
来
的
な

目
標
を
伺
う
。

答
「
ア
シ
ル
‐
ト
イ
タ
」
と
は
、

ア
イ
ヌ
語
で
「
新
し
い
‐
土
地
を

耕
す
」
と
い
う
意
味
の
単
語
を
組

み
合
わ
せ
た
、「
新
た
な
農
業
」

と
い
う
造
語
で
あ
る
。

　

本
町
で
は
以
前
か
ら
、
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
症
の
抑
制
に
効
果
が
あ

る
植
物
を
見
出
す
べ
く
、
町
内
に

自
生
す
る
数
百
種
類
の
「
ア
イ
ヌ

伝
承
有
用
植
物
」
に
つ
い
て
、
室

蘭
工
業
大
学
に
協
力
を
依
頼
し
、

そ
の
機
能
性
や
成
分
分
析
な
ど
の

調
査
研
究
を
進
め
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
昨
年
ま
で
に
期
待

さ
れ
る
植
物
の
候
補
が
７
種
類
ま

で
に
絞
ら
れ
、
本
年
度
、
文
部
科

学
省
所
管
の
「
共
創
の
場
形
成
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
応
募
し
採
択

と
な
っ
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
代
表
機
関

で
あ
る
室
蘭
工
業
大
学
が
中
心
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
産
官

学
連
携
の
も
と
、
本
町
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
科
学
に
裏
付
け
ら
れ

た
機
能
性
と
低
コ
ス
ト
で
持
続
的

に
栽
培
が
可
能
な
作
物
を
見
出
し
、

「
食
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

と
関
連
づ
け
た
商
品
展
開
な
ど
の

研
究
、
あ
る
い
は
実
証
試
験
な
ど

を
行
い
、
新
し
い
食
の
価
値
を
創

出
し
、
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る

こ
と
で
、
生
産
者
の
や
り
が
い
と

所
得
の
向
上
を
図
り
、
将
来
的

に
「
新
し
い
農
業
」
を
構
築
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、

目
標
で
あ
る
。

問
新
し
い
食
の
価
値
を
創
出
し
、

生
産
者
の
や
り
が
い
、
ま
た
所
得

の
向
上
を
図
る
、
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
昨
年
度
の
北
海
道
１
７
９

市
町
村
の
平
均
所
得
ラ
ン
キ
ン

グ
で
白
糠
町
は
下
位
の
平
均
約

２
５
５
万
円
と
い
う
状
況
。
道
内

上
位
は
猿
払
、
別
海
、
佐
呂
間
、

標
津
な
ど
全
国
的
に
も
一
次
産
業

が
特
に
盛
ん
な
町
で
あ
る
。
農
業

関
係
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
契
機

に
、
ま
た
漁
業
関
係
は
ホ
タ
テ
の

養
殖
事
業
等
大
い
に
期
待
を
し
て

い
る
が
、
や
は
り
安
定
的
な
収
入

が
無
け
れ
ば
担
い
手
や
後
継
者
不

足
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
町
民
の

所
得
向
上
を
図
る
考
え
を
伺
う
。

答
大
事
な
の
は
一
次
産
業
。
そ

の
中
で
新
た
な
展
開
を
す
る
た
め

に
は
、
本
町
の
気
候
風
土
や
資
源

な
ど
を
最
大
限
生
か
し
て
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
う
い
う
中
で
こ
の
ア
シ
ル
‐

ト
イ
タ
は
、
北
海
道
の
厳
し
い
自

然
環
境
の
中
で
、
ア
イ
ヌ
の
方
々

が
明
治
以
前
か
ら
生
活
を
し
て
こ

ら
れ
た
の
に
は
何
か
有
用
な
も
の

が
あ
る
は
ず
だ
、
と
い
う
こ
と
を

念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
本
町
と
し

て
生
か
せ
る
も
の
は
な
い
か
研
究

し
て
お
り
、
有
用
と
認
め
ら
れ
れ

ば
、
そ
の
作
付
け
を
増
や
し
て
い

け
る
。
ま
た
現
代
は
気
候
が
急
変

し
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
常

識
で
は
無
理
だ
と
思
う
こ
と
に
も
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
町
の
将
来
や
今
後
の

気
象
動
向
も
考
え
て
い
く
と
、
有

用
に
な
っ
て
く
る
も
の
も
あ
り
、

そ
う
い
う
も
の
が
増
え
て
い
く
こ

と
で
、
違
う
農
業
が
見
え
て
く
る
。

　

漁
業
に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る

が
、
取
れ
な
く
な
っ
て
き
た
な
ら

ば
増
養
殖
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
漁
業
協
同
組
合
が
全
部
や
る

の
は
無
理
が
あ
る
の
で
、
民
間
の

力
も
借
り
な
が
ら
実
証
し
、
う
ま

く
い
く
よ
う
で
あ
れ
ば
漁
組
や
漁

業
者
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
を
し
て

い
く
。
ホ
タ
テ
漁
獲
量
日
本
一
の

猿
払
村
は
、
資
源
が
枯
渇
し
た
大

変
な
状
況
か
ら
増
養
殖
を
し
て
あ

そ
こ
ま
で
復
活
し
た
。
そ
う
い
う

努
力
や
苦
労
、
あ
る
い
は
先
達
の

知
恵
な
ど
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
取

り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
経

過
は
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
室
蘭

工
業
大
学
が
代
表
機
関
と
な
っ

て
、
町
・
高
校
・
企
業
・
生
産
者

が
協
力
す
る
と
の
事
だ
が
各
々
が

ど
の
よ
う
に
携
わ
る
の
か
伺
う
。

答
町
と
室
蘭
工
業
大
学
と
の
連

携
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
情
報
提
供

や
生
産
者
・
地
域
の
方
々
と
の
橋

渡
し
な
ど
の
協
力
を
し
て
い
く
。

　

白
糠
高
校
は
室
蘭
工
業
大
学
と

の
包
括
連
携
協
定
の
も
と
出
前
講

義
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後

は
校
内
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

が
設
置
さ
れ
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
と
、
環
境
教
育
な
ど
の
講

義
を
実
施
し
人
材
育
成
を
進
め
る
。

　

企
業
は
、
カ
ネ
カ
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
を
は
じ
め
町
内
企
業
の
大
前

産
業
な
ど
、
栽
培
、
加
工
、
流
通

な
ど
の
専
門
分
野
か
ら
8
社
の
参

加
が
あ
り
、
今
後
も
全
国
に
向
け

て
参
加
協
力
を
募
っ
て
い
く
予
定
。

問
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
設

置
さ
れ
る
と
い
う
白
糠
高
校
で

は
、
来
年
度
か
ら
自
然
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
・
先
人
の
文
化
な

ど
を
教
材
と
す
る
「
し
ら
ぬ
か
環

境
学
」
と
い
う
科
目
が
で
き
る
が
、

今
現
在
、
出
願
・
問
合
せ
等
は
あ

る
か
伺
う
。

答
来
年
度
の
道
外
募
集
の
件
に

つ
い
て
は
、
出
願
期
間
が
令
和
5

年
1
月
18
日
か
ら
23
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
現
在
ま
で
問
合
わ

せ
等
は
な
い
状
況
で
あ
る
。

問答
町
民
農
園
の
造
成
を

有
用
な
取
り
組
み
で

あ
る

問答
崩
落
は
予
見
で
き
な

い
は
ず
は
な
い

第
三
者
が
調
査
中

問答
ア
シ
ル
ー
ト
イ
タ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

新
し
い
食
の
価
値
を
創

出
し
、「
新
し
い
農
業
」

を
構
築
し
て
い
く

問答
教
育
は
隗か
い

よ
り
始
め

よ
だ

指
導
を
強
化
す
る

問答
国
家
犯
罪
で
あ
る

国
の
責
任
で
行
う
事

業
だ
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委 員 会 ・

協 議 会 の 活 動

⃝地域おこし協力隊員、新規就農者との懇談
　地域おこし協力隊員及び新規就農者から簡単な自
己紹介と取り組まれている内容、今後の展望を聴き、
現時点での課題などを伺った。　
≪懇談内容≫
〇現時点での課題について
・耕作地が都市計画区域に入っているため、Ｄ型ハウ
スを建てるに確認申請が必要で建設費が高い見積も
りが出ている。
・野菜の事業などの窓口を作っていただき、町と農協
と営農者とで、町を挙げて野菜に力を入れて欲しい。
・耕作地が川に近く岩とかゴロゴロ出てくる。その岩を
どうにかできないかが課題。
〇原課、担当者の風通しが良くなく、なかなか話しが
できないのでは。
・都度いろいろ相談に乗ってもらっている。

⃝地域活性化支援員 ( 空き家バンク担当者 ) との懇
談
　空き家バンク担当地域活性化支援員から資料によ
り現在の状況の説明を受け現状の課題などを伺った。
≪空き家バンクの実績≫
〇平成２９年から令和４年１２月までの成約件数
・空き家　　登録数　57 件　　成約   47 件
・空き店舗　登録数　14 件　　成約     ９件
・土　地　　登録数 154 件　　成約　41 件
・アパート　 登録数　47 件　　成約   45 件

11 月    1 日　●第一次産業の振興・発展に関すること
12 月 26 日　●移住・定住・空き家・空き店舗対策に関すること

産業厚生常任委員会

　その他の委員会・協議会活動
●議会運営委員会　　　11 月 18 日・22 日・29 日、１月 10 日
⃝広報広聴調査特別委員会　　 　１月６日・13 日
●議会改革・活性化特別委員会　 １月 10 日

※
1

・

　　令和４年　　令和４年

議会・議員活動一覧議会・議員活動一覧

和令４年 1 月 1 日から令和４年 12 月 31 日

区分
坂本

勝雄

澤原

孝行

折出

征清

立石

　 巧

中河

敏史

小野

キサ

鎌田

民子

山吉

公徳

福地

裕行

小池

憲一

石田

正義

富田

忠行

定
例
会

　　
臨
時
会

開  催  回  数 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

出　　　　席 13 13 10 12 13 13 13 13 13 13 13 13

欠　　　　席 0 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0

遅 参 ・ 早 退 （※３） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

全日程出席率 100% 100% 77% 92% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

各
種
委
員
会(

　　　　)

開  催  回  数 61 25 46 59 64 54 62 47 25 29 33

出　　　　席 59 23 42 58 60 54 62 47 25 28 32 53

欠　　　　席 2 2 4 1 4 0 0 0 0 1 1 0

遅　参 ・ 早　退 （※３） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0

全日程出席率 97% 92% 91% 98% 94% 100% 98% 100% 100% 97% 97%

各
種
協
議
会

開  催  回  数 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

出　　　　席 9 8 8 9 9 9 9 8 9 8 9 9

欠　　　　席 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0

遅 参 ・ 早 退 （※３） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全日程出席率 100% 89% 89% 100% 100% 100% 100% 89% 100% 89% 100% 100%

会議 ・ 研修会等 6 4 7 6 3 7 9 7 7 51 19 73

町内行事 12 11 6 9 7 9 10 11 8 7 14 24

町外行事 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 8

合計活動回数 （※２） 100 60 74 94 92 92 103 88 62 107 90 180

※１　常任委員会、特別委員会、議会運営委員会、分科会の延べ回数。
　　　所属によって開催回数が異なります。( 委員会開催前の打ち合わせ等も回数に含む。)
　　　富田議長は各種委員会には所属しませんが、オブザーバーとして出席しています。
※２　活動回数は、事務局が把握している数字で、この他にも個々の活動を行っております。
※３　遅参・早退は、出席に含んでいます。

141515

　　行政視察の受け入れ
〇雄武町議会　産業厚生・総務文教常任委員会
　10 月 26 日≪白糠町役場≫
　・子育て支援事業について
〇東川町議会　産業建設常任委員会
　10 月 28 日≪白糠町役場≫
　 ・太陽光発電を利用したまちづくりについて
　 ・ふるさと納税について
　 ・施設見学（温水プール・トレーニングジム）

〇東京都板橋区議会　民主クラブ
　11 月 14 日≪庶路学園≫
　 ・小中一貫教育の運営状況について
　 ・施設見学
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2023.1.25

あとがき 今号の表紙

　「一問一答のその後」
　今から考えると議会の大きな曲がり角の一つ
であったような気がします。
　特別委員会を設置し、それぞれの議員が持て
る知識を駆使して議論をしてきた。
　課題であった議員の質問と理事者の答弁が、
かみ合わない事で傍聴者が理解できないことも
起きた、あれから数年が経過し、議会も今期の
終盤に入り、果たして色々な出来事を解消でき
たのだろうか？
　議会は些細な事でも常に議論しなければいけ
ない所だと思う。
　私たちの任期も残りわずか、斬新で好感な意
識で挑戦しなければいけないと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（立石）

　乳呑自然公園は今年の６月頃に、リニューアルされます。公園内には池や山もあり、自然と触
れ合う事が出来る公園です。設置されるトイレも水を使わない環境にやさしい「バイオのトイレ」
となっています。ぜひ、家族でお出かけください。　　　　　　　　　　撮影 : 小池憲一　議員
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　今号の表紙は、3 年ぶりに開催された釧路
町村議会議長会主催の議員研修会の様子です。
2 つの講演の他、電気自動車から電気を取り
出す機器や設備のデモンストレーション、試
乗といった体験を行いました。


